




















要約:三歳児健康診査に視力検査が導入された平成 2年 10 月から 6年 9月までの 4年間に

帝京大学医学部附属病院眼科外来を受診した三歳児について、三歳児健康診査で発見され

た斜視弱視、屈折異常弱視および不同視弱視の事後措置を検討し、三歳児健康診査の視力

検査の評価を行った。

その結果、斜視弱視は三歳児健康診査以外で発見されることが多く、三歳児では治療成績

が必ずしも良くないので、さらに早期の発見が必要で、例えば一歳六か月児健康診査での

発見が期待される。屈折異常弱視および不同視弱視は三歳児健康診査で発見されるべきも

のであり、また三歳児で十分な治療成績を挙げることができる。

このように、三歳児健康診査の視覚検査は、弱視のうち屈折異常弱視および不同視弱視に

特に有用であるが、斜視弱視に対しては十分でないと考えられる。


